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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）に
引
き
続
き
、き
ょ
う

９
月
１
日
か
ら
は
秋
の
拡
大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新

入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

組
合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仲
間
を

増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
始
ま
る

大
阪
府
が
収
集

し
た
美
術
品
が
、

６
年
以
上
も
咲

洲
庁
舎
内
地
下

駐
車
場
に
放
置

し
て
い
る
の
が
判
明
。彫
刻

を
中
心
に
計
１
０
５
点
で
、

評
価
額
は
２
億
２
千
万
円
に

の
ぼ
る
。誰
も
が
出
入
り
で

き
る
場
所
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

に
包
ま
れ
た
だ
け
と
保
管
環

境
も
ず
さ
ん
だ
、盗
難
や
劣

化
の
恐
れ
も
あ
る
▼
吉
村
府

知
事
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で「
今

の
管
理
方
法
は
間
違
え
て
い

る
。早
急
に
改
め
る
。た
だ
、

保
管
場
所
の
変
更
は
根
本
解

決
に
な
ら
な
い
。美
術
品
は

人
の
目
に
触
れ
て
こ
そ
意
味

が
あ
る
。府
で
美
術
館
新
設

は
し
な
い
が
、美
術
専
門
家

チ
ー
ム
を
作
り
作
品
の
あ

り
方
を
定
め
る
」と
つ
ぶ
や

く
が
、他
人
事
の
よ
う
に
聞

こ
え
て
な
ら
な
い
。先
日
の

ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
の
兼
重
社

長（
当
時
）の
会
見
の
違
和
感

に
似
る
。当
事
者
感
に
乏
し

い
の
だ
▼
も
し
や
と
思
い
調

べ
て
み
た
。全
国
の
美
術
館

数
は
１
０
６
４
館
で
、人
口

10
万
人
あ
た
り
で
は
０
・
84

館
。美
術
館
数
が
最
も
多
い

の
は
長
野
県
で
10
万
人
あ
た

り
５
・
24
館
と
全
国
平
均
の

６
・
３
倍
。総
数
で
も
全
国
最

多
で
、全
国
の
約
10
％
が
長

野
県
に
集
中
。２
位
は
石
川

県
で
、３
位
は
山
梨
県
と
続

く
。そ
し
て
、最
も
少
な
い
の

は
大
阪
府
で
14
館
、10
万
人

あ
た
り
０
・
16
館
。こ
れ
に
埼

玉
県
、宮
崎
県
と
続
く
。近
畿

の
各
県
を
見
る
と
府
県
立
の

美
術
館
が
な
い
の
は
大
阪
府

の
み
だ
っ
た
▼
や
っ
ぱ
り
そ

う
だ
っ
た
。国
立
、大
阪
市
立

の
は
ざ
ま
で
運
営
の
難
し
さ

は
あ
る
が
、大
阪
府
の
文
化

政
策
の
あ
ま
り
の
貧
弱
さ
が

こ
こ
に
露
呈
し
た
。

建
設
国
保
に
建
退
共
も

未
加
入
者
に
「
組
合
イ
イ
ヨ
」
を

　

身
の
周
り
に
「
健
康
保
険

が
高
く
て
困
っ
て
い
る
」

「
労
災
保
険
に
加
入
し
た
い

が
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」

な
ど
悩
ん
で
る
建
設
労
働
者

は
い
ま
せ
ん
か
。

　

き
ょ
う
九
月
一
日
か
ら

「
仲
間
を
増
や
す
」
拡
大
月

間
が
ス
タ
ー
ト
。
す
で
に
準

備
期
間
中
か
ら
組
合
員
宅
訪

問
・
宣
伝
カ
ー
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
、
コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
で
ビ

ラ
・
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
、
各

支
部
で
行
動
が
行
わ
れ
て
ま

　

七
月
か
ら
準
備
月
間
を

経
て
今
日
か
ら
「
仲
間
を

増
や
す
」
組
織
拡
大
月
間

が
始
ま
り
ま
す
。
目
標
達

成
を
目
指
し
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
を
増
や
す
た

め
、
身
近
に
組
合
未
加
入

の
職
人
・
建
設
労
働
者
の

方
に
大
建
労
の
魅
力
を
伝

え
、
加
入
を
勧
め
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

す
。

　

昨
年
の
秋
の
拡
大
月
間
で

は
目
標
を
達
成
で
き
た
支
部

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
の
目
標
は
組
織
数
の
四
％

に
設
定
、
去
年
以
上
の
成
果

と
目
標
達
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

月
間
中
に
支
部
役
員
が
ご

自
宅
に
訪
問
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
身
の
周
り
に
い

る
組
合
未
加
入
者
の
紹
介
な

ど
少
し
で
も
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

組
合
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

東淀川

東成

港

福島

城東鶴見

都島

東住吉平野

住吉

2023年　秋の拡大月間支部別拡大目標

支部 5月末組織数 4％目標
西成

寝屋川

羽曳野

豊中

泉佐野

吹田

貝塚

岸和田

西淀川

堺

池田

富田林

計

大東

茨木

門真

生野

守口

松原

【
住
吉
・
小
森
国
弘
】

　

大
建
労
組
の
例
年
の
行
事

の
中
で
も
九
月
・
十
月
・

十
一
月
の
拡
大
月
間
は
重
要

な
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

要
は
、
「
組
合
員
さ
ん
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
支

部
の
役
員
さ
ん
達
に
は
、
そ

れ
な
り
に
重
い
行
事
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。
当
然
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

し
て
や
や
重
い
腰
を
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

　

住
吉
支
部
で
は
、
そ
の
準

備
前
行
動
と
し
て
、
八
月

二
十
日
（
日
）
に
役
員
で
組

合
員
さ
ん
へ
の
電
話
訪
問
と

チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
ま
し

た
。

　

内
谷
副
支
部
長
と
私
の
二

人
は
、
ビ
ラ
・
チ
ラ
シ
配
布

に
行
き
猛
暑
の
中
、
二
〇
〇

枚
以
上
の
チ
ラ
シ
を
シ
ャ
ッ

タ
ー
付
き
ガ
レ
ー
ジ
に
差
し

入
れ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
、
寝
床
の
布
団
の

上
で
体
の
火
照
り
を
感
じ
な

が
ら
寝
入
っ
て
い
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
の
宣
伝
行
動

小森さん

悠
生
会
・
シ
ニ
ア
集
ま
れ

日
時　

十
月
一
日（
日
）七
時

半
か
ら
現
地
で
受
付
開
始

場
所　

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ

テ
ィ
海
釣
り
公
園

※
公
園
の
開
園
時
間
は
七
時

～
十
七
時
ま
で
で
す
。

参
加
対
象　

組
合
員
と
家
族

入
場
料　
（
大
人
一
三
〇
〇

円
、小
学
生
以
下
五
〇
〇
円
）、

お
車
で
お
越
し
の
方
は
駐
車

場
代
一
五
〇
〇
円

■
申
し
込
み
不
要
。直
接
現

地
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
義
務
あ
り

（
レ
ン
タ
ル
一
〇
〇
円
、お
持

ち
の
方
は
持
参
を
）

■
雨
天
決
行
。荒
波
・
台
風
な

ど
の
時
は
中
止
。当
日
海
釣

り
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
休

園
情
報
を
確
認
く
だ
さ
い
。

情
報
が
入
り
次
第
大
建
労

ホ
ー
ム
パ
ー
ジ
の
新
着
情
報

欄
に
も
掲
載
し
ま
す
。大建労HP

ＱＲコード

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
で

 

10
月
1
日
（
日
）
魚
釣
り
大
会

　

七
〇
歳
以
上
の
組
合
員
さ

ん
を
対
象
に
見
学
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ま
だ
、
空
き
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
下
さ
い
。

　
日
時　

令
和
五
年
一
〇
月
三

日
（
火
）
午
前
八
時
三
〇
分

出
発

集
合　

大
建
労
本
部
事
務
所

　

午
前
八
時

行
先　

淡
路
島

参
加
資
格　

七
〇
歳
以
上
の

組
合
員

参
加
費　

三
〇
〇
〇
円

申
込　

所
属
支
部
を
通
じ
て

申
込

締
切　

定
員
が
四
十
人
な
り

次
第
受
付
終
了

寝屋川支部拡大の様子
（コーナンプロ・寝屋川南インター店）
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０
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３
・
９
・
１

「
相
続
土
地
の
国
庫
帰
属

　

制
度
」

【
青
年
部
発
】

　

毎
年
お
子
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る「
ち
び
っ
こ

お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
」。今

年
の
テ
ー
マ
は「
働
く
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と

決
め
ま
し
た
。

 

お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
に

 

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

青
年
部

ふ
る
っ
て
ご
応
募
を

　

私
た
ち
青
年
部
役
員
が
選

考
し
、各
賞
ご
と
に
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
の
で
、お
子
さ

ん
、お
孫
さ
ん
の
お
ら
れ
る

組
合
員
さ
ん
の
方
は
ぜ
ひ
と

も
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
募
集
要
項
】

テ
ー
マ　

働
く
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

参
加
対
象　

組
合
員
の
お
子

さ
ん
、お
孫
さ
ん（
小
学
生
以

下
）

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ａ
４
ま
で

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、優

秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞
一

点賞
品　

最
優
秀
賞（
五
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
）、優
秀
賞

（
同
三
千
円
）、青
年
部
長
賞

（
同
四
千
円
）、参
加
賞（
同
五

百
円
）を
進
呈

応
募
締
め
切
り　

十
月
二
十

日（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」

「
年
齢
」「
支
部
」「
組
合
員

と
お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
の

氏
名
」を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
五
五
六

｜

〇

〇
一
五　

大
阪
市
浪
速
区
敷

津
西
二

｜

七

｜

一
七

大
阪
建
設
労
働
組
合
　
青
年

部

【
教
宣
部
長
・
大
西
康
晴
】

　

八
月
二
日
（
水
）
十
九
時

半
に
十
年
ぶ
り
に
本
部
の
青

年
部
会
に
行
っ
て
み
た
。

　

私
自
身
三
十
代
の
時
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
今

の
青
年
部
の
雰
囲
気
に
は
と

て
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
さ
ん
の
高
齢
化
・
人

材
不
足
も
あ
り
な
か
な
か
集

ま
り
も
少
な
い
と
思
い
き

や
、
八
支
部
の
青
年
部
長
さ

ん
を
含
む
十
二
人
の
参
加
。

働
き
盛
り
、
子
育
て
真
っ
最

中
の
み
な
さ
ん
が
仕
事
終
わ

り
に
集
結
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
に
超
感
謝
で
す
。

　

会
議
は
議
長
さ
ん
の
進
行

に
よ
り
活
動
報
告
、
審
議
事

項
な
ど
様
々
な
話
し
合
い
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
活
発

な
意
見
も
あ
り
彼
ら
の
力
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
皆
さ
ん
の

情
報
発
信
・
収
集
に
つ
い
て

聞
い
て
み
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
に
つ
い
て
は
一
〇
〇
％
、

動
画
の
利
用
は
九
〇
％
、

組
合
活
動
の
満
足
度
は

四
十
八
％
な
ど
で
し
た
。
仕

事
の
資
格
習
得
の
学
習
会
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
営
業
に

つ
い
て
や
契
約
書
な
ど
実
務

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
・
学
習

会
を
希
望
す
る
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

青
年
部
の
皆
さ
ん
が
生
き

生
き
と
し
た
活
動
を
し
、
組

合
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

し
か
し
残
念
な
の
が
大
建

労
二
十
六
支
部
の
内
、
青
年

部
が
十
支
部
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
約
千
二
百
人
の
青
年
部

層
を
た
っ
た
十
人
ほ
ど
の
青

年
部
役
員
の
皆
さ
ん
が
け
ん

引
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

若
い
力
が
集
ま
る
努
力
を

し
っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば
と

改
め
て
思
っ
た
青
年
部
会
で

し
た
。

青
年
部
会
に
行
っ
て
み
た

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
昨
年
の
六
月
に

建
築
物
省
エ
ネ
法
が
改
正

さ
れ
、
住
宅
を
含
め
た
全

て
の
建
築
物
が
二
〇
二
五

年
度
に
省
エ
ネ
基
準
の
適

合
義
務
化
へ
の
備
え
と
し

て
、
大
工
技
能
者
に
床
・

壁
・
天
井
の
部
位
ご
と
の

断
熱
方
法
・
気
密
確
保
等

に
つ
い
て
講
師
の
指
導
の

も
と
、
正
し
い
施
工
を
習

得
、
断
熱
施
工
に
か
か
わ

る
疑
問
や
不
安
を
解
消
す

る
目
的
で
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
だ
枠
が
あ
り

ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

・
申
込
は
な
る
べ
く
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま

す
。

・
お
問
い
合
わ
せ
は
大

建
労
本
部
・
匹
田
ま
で

（
〇
六
ー
六
六
三
二
ー

二
八
七
五
）

断
熱
施
工
実
技
研
修
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

普
及
を
目
的
に
「
大
建
労　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

第
十
八
回
の
テ
ー
マ
『
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
』
入
賞
は
掲
載
し

た
四
作
品
で
す
。
最
優
秀
賞

一
名
、
（
泉
佐
野
）
都
宮

一
平
様
、
優
秀
賞
三
名
、

（
大
東
）
野
村
愛
音
様
、

（
大
東
）
野
村
小
百
合
様
、

（
堺
）
辻
野
光
治
様
に
な
り

ま
す
。
最
優
秀
賞
に
は
、

五
千
円
分
・
優
秀
賞
に
は

三
千
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

次
回
第
十
九
回
テ
ー
マ
は

『
ま
つ
り
』
募
集
開
始
日

は
二
〇
二
三
年
九
月
四
日

（
月
）
～
十
九
日
（
火
）
に

な
り
ま
す
。
今
年
の
ま
つ
り

の
思
い
出
を
是
非
大
建
労
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
送
り
下
さ

い
。
応
募
方
法
は
簡
単
。

① 

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
お
友
だ
ち
登
録

② 

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真

作
品
と
コ
メ
ン
ト
を
添
え

て
送
る
だ
け
で
参
加
で
き

ま
す
。
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。
告
知
は
「
建
設
労

働
」
・
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
応
募
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最優秀賞
泉佐野支部・都宮一平様

「風鈴」

優
秀
賞

大
東
支
部
・
野
村
愛
音
様
・
「
楽
し
い
夏
休
み
」

優秀賞
大東支部・野村小百合様

「一番喜んでいるのは誰だ？」

優秀賞
堺支部・辻野光治様
「科長神社夏祭り」

申し込み
ＱＲコード

Ｑ　

土
地
を
相
続
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
売
れ
る

よ
う
な
土
地
で
も
な
く
、
遠

方
で
管
理
も
困
難
な
こ
と
か

ら
、
手
放
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
国
が
引
き
取
っ
て

く
れ
る
制
度
が
で
き
た
と
聞

き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）

年
四
月
二
十
七
日
に
施
行
さ

境
界
点
を
明
ら
か
に
す
る
写

真
、
③
土
地
の
形
状
を
明
ら

か
に
す
る
写
真
な
ど
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

認
め
ら
れ
た
場
合
、
無
償

で
国
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な

り
、
10
年
分
の
管
理
費
用
を

考
慮
し
て
算
定
し
た
額
の
負

担
金
（
特
に
問
題
な
い
土
地

で
原
則
20
万
円
）
を
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
て
は
、
①
土
地
の
位
置
及

び
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
図

面
、
②
隣
接
す
る
土
地
と
の

　

ま
た
、
土
地
の
勾
配
が
激

し
い
と
か
、
大
量
の
廃
棄
物

が
あ
る
、
有
害
物
質
が
埋

体
し
て
か
ら
申
請
）
、
②
抵

当
権
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
③
境
界
が
明
ら

れ
た
国
庫
帰
属
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

引
き
取
っ
て
も
ら
え
る
土

か
で
あ
る
こ
と
、
④
権
利
関

係
に
争
い
が
な
い
こ
と
、
な

ど
が
あ
り
ま
す

ま
っ
て
い
る
な
ど
、
「
通
常

の
管
理
や
処
分
を
す
る
よ
り

も
多
く
の
費
用
や
労
力
が
か

地
の
条
件
に

は
、
①
建
物

が
な
い
こ
と

（
建
物
が
あ

る
場
合
、
解

か
る
土
地
」

も
引
き
取
り

が
不
承
認
と

な
り
ま
す
。

　

申
請
に
お


